


















キビキビと真剣に
上田市消防団の「ポンフ。操法大会」が 7月 3

日、諏訪形グラウンドで行われました(写真=

右と下)。今年は、例年と違って実際に放水して

操法技術の正確きと早さを競っただけに、団員

も真剣そのもの。各分団とも、キビキビとした

動作て¥日ごろ訓練した成果を披露しました。

また、同じ会場で「ラッパ吹奏大会」も聞かれ

ました。

むと

ダンス楽しい/いい運動よ

中央公民館の「ことぶき大学」が今年

も6月から始まりました。 6月24日のダ

ンス教室には、 63人が参加。生徒たちは

講師の手ほどきを受けながら、マンボや

ルンバなどを、それぞれに楽しんでいま

した。なかなかきまになっ ていましたよ。

(ゆi

;3、-む、知らなかったy上田城

6月26日、博物館などによる上田城跡現地見

学会が聞かれました。ふだん、身近なせいか、

まだまだ知られていないところが多い上田城。

石垣の積み方にしても、場所により違っていた

り、五輪塔などの墓石が便われていることなど

が最近わかっています。約180人の参加者は、初

めて知る上田城にしきりに感心していました。
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老後・・・明るく有意義に

市政テレビ、 7/23に放映します

市政テレビ「ふれあい上田」の録画撮りが

6月29日から 7月 1日までの 3日問、高齢者

福祉センターなどで行われました。今回のテ

ーマは「高齢者福祉を考える」です。放映日

は 7月23日(士)、午後2時から30分間、 SBC

テレビで。お年寄りのいきいきとした表情を

拾います。どうぞご覧ください。(写真は高

齢者学園の授業終了後、アナウンサーからイ

ンタ ビューを受ける生徒の皆さん)

上越の海へ

新鮮な海産物をどうぞーと、恒例の上越フ

ェアが 7月3日、海野町日曜広場で開催きれ

ました。上越市のミスきくらの 3人も、「海水

浴は上越へ」と盛んに PR。アジ、イカ、甘

エビと いった海産物、笹だんご、地酒などの

名産品を買い求める市民でにぎわいました。

この夏、
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昭和初期の

市営野球場

4ヲ>

企
観
衆
で
埋
め
つ
く
さ
れ
た
ス
タ

ン
ド
。
服
装
が
興
味
深
い
。

‘
ナ
イ
タ
ー
設
備
も
整
っ
た
現
在

の
市
営
球
場
。

提供者

因子よしさん
(72歳・膚匠町)

力
ン
力
ン
帽
で
野
球
観
戦

昭
和
の
初
め
ご
ろ
で
し
ょ
う
か
、

市
営
球
場
で
の
ス
ナ
ッ
プ
で
す
。
見

物
人
の
服
装
が
今
と
は
対
象
的
で
す

ね
。
男
性
の
場
合
、
カ
ン
カ
ン
帽
に

着
物
姿
が
当
時
の
典
型
的
な
ス
タ
イ

ル
。
麦
わ
ら
帽
や
鳥
打
ち
帽
姿
も
見

え
ま
す
。
球
場
の
奥
に
あ
る
四
棟
の

建
物
は
、
か
つ
て
の
県
の
蚕
業
試
験

場
。
ま
わ
り
は
桑
の
木
で
し
ょ
う
。

現
在
は
、
市
民
体
育
館
や
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー
が
建
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
の
娯
楽
と
い
え
ば
、
野

球
(
市
営
球
場
は
昭
和
三
年
に
開
場
)

や
映
画
(
活
弁
)
を
見
に
行
く
こ
と

ぐ
ら
い
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
昭
和

の
初
め
と
い
え
ば
、
わ
た
し
は
女
学

校
の
生
徒
。
友
だ
ち
と
桑
畑
へ
入
っ

て
、
桑
の
実
(
み
そ
)
を
つ
ま
ん
だ

も
の
で
す
。
口
の
中
を
真
っ
赤
に
し

て・:。
-
お
貸
し
く
だ
さ
い

昔
の
上
田
の
姿
(
町
並
み
や
催
し

な
ど
)
が
よ
く
わ
か
る
写
真
を
秘
書

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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ド

市
役
所
の
代
表
電
話

r(包
)
4
1
0
0

貸小事
付規嘉
限模者
度資2
額金言
をのん
フコ、y
プ

上
田
市
中
小
企
業
融
資
(
制
度
資

金
)
の
中
で
も
利
用
の
多
い
小
規
模

企
業
事
業
資
金
の
貸
付
限
度
額
を
、

従
来
の
三
百
五
十
万
円
か
ら
四
百
五

十
万
円
に
、
七
月
一
日
か
ら
百
万
円

引
き
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
資
金
は
、
従
業
員
の
数
が
製

造
業
で
は
二
十
人
以
下
、
商
業
、
サ

ー
ビ

ス
業
で
は
五
人
以
下
で
、
資
本

金
が
三
百
万
円
以
下
の
企
業
に
対
し

て
無
担
保
無
保
証
人
(
法
人
は
代
表

者
の
個
人
保
証
が
必
要
)
で
金
利
年

四
・
九
%
で
資
金
を
あ
っ
せ
ん
す
る

大
変
利
用
し
や
す
く
有
利
な
資
金
で

す。
ま
た
、
信
用
保
証
協
会
の
保
証
残

高
が
、
相
談
時
の
貸
付
額
を
含
め
て

一
千
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と
が
必
要

で
し
た
が
、
こ
れ
も
千
五
百
万
円
に

引
き
上
げ
ま
し
た
。

(会 1 マ
宮_____ 4 問
⑧ fi 0 い
2⑧ 2 合
o 3 ・ゎ
361 せ
3 1 4 
'---' 0 0 市
可 3 商
川 て工
西塩課
商田(
工商内
会工線

家屋

取
り
壊
し
だ
ら

届
け
出
を

家
屋
(
住
宅
・
倉
庫
・
物
置
・
車

庫
な
ど
)
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
取

り
壊
し
た
ま
ま
未
届
け
に
な
っ
て
い

る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

家
屋
が
な
い
場
合
で
も
、
未
届
け

に
な
っ
て
い
る
家
屋
は
来
年
度
も
固

定
資
産
税
が
そ
の
ま
ま
課
税
さ
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
取
り
壊
し
家
屋

が
あ
っ
た
と
き
は
、
今
年
中
に
「
取

り
壊
し
届
出
書
」
を
資
産
税
課
ま
た

は
支
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
法
務
局
に
登
記
さ
れ
て
い

た
建
物
で
今
年
中
に
滅
失
登
記
す
る

場
合
は
提
出
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん。-
問
い
合
わ
せ

1
2
9
6
)
 

資
産
税
課
(
内
線

健室
康 長
度努
希測 是
望定麗
者七
を 4
募 )
集

県
長
野
総
合
健
康
セ
ン
タ
ー
(
長

野
市
若
里
)
で
は
、
健
康
度
測
定
希

望
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

マ
対
象
者
三
十
五
歳
以
上
の
市
民

マ

募

集

人

員

百

三

十

名

マ
検
査
内
容
血
液
生
化
学
検
査
、

尿
検
査
、
心
電
図
検
査
、
眼
底
写
真

撮
影
な
ど
十
一
項
目
の
検
査
と
体
力

測
定
(
希
望
者
の
み
胃
検
診
、
十
月

か
ら
は
歯
科
検
診
も
実
施
)

マ
受
診
料
一
万
一
千
円
(
胃
検
診

者
は
一
万
三
千
円
)
。
十
月
か
ら
は
歯

科
検
診
が
行
わ
れ
る
た
め
一
万
二
千

三
百
円
(
胃
検
診
者
は
一
万
四
千
三

百
円
)

マ
助
成
金
受
診
料
の
一
部
(
千
円
)

を
助
成
し
ま
す
が
、
対
象
者
は
三
十

五
歳
以
上
で
、
①
国
民
健
康
保
険
の

加
入
者
②
社
会
保
険
の
被
扶
養
者
で

助
成
制
度
の
な
い
人
に
限
り
ま
す
。

マ
受
診
日
九
月
、
十
月
の
指
定
日

マ
申
込
方
法
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
川

生
年
月
日
、
電
話
番
号
、
職
業
、
加
〉

入
保
険
名
、
九
・
十
月
の
希
望
月
、

以
前
に
同
セ
ン
タ
ー
で
受
診
し
た
こ
川

と
の
有
無
を
、
電
話
ま
た
は
官
製
は
〉

が
き
で
保
健
予
防
課
(
内
線

1
3
7
〈

4
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
申
込
期
限
八
月
十
一
日
同

マ
そ
の
他
①
受
診
日
な
ど
は
決
定
川

次
第
、
申
込
者
に
通
知
し
ま
す
。
②

い

受
診
当
日
は
、
市
役
所
前
か
ら
同
セ
~

ン
タ
ー
ま
で
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
で
無
料

〈

送
迎
す
る
予
定
で
す
。

圃
危
険
物
取
扱
者
の

一

園
保
安
(
義
務
)
講
習

一

マ

と

き

九

月

六

日

ω
給
油
取

山

扱
所
講
習
(
午
前
九
時

1
正
午
)
、
一
川

般
講
習
(
午
後
一
時
三
十
分

i
四
時
ハ

三
十
分
)
マ
と
こ
ろ
上
田
合
同
庁
川

舎

マ

申

し

込

み

八

月

一

日

開
か
川

ら
同
五
日
幽
ま
で
に
地
方
事
務
所
総
パ

務
室
へ
受
講
手
数
料
四
千
円
を
添
え

川

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
受
講
申
~

請
書
は
同
事
務
所
総
務
室
か
消
防
本
川

部
予
防
課
で
交
付
し
ま
す
。
-
聞
い
川

合
わ
せ
消
防
本
部
予
防
課
(
宮
⑫
…

2
5
0
1

内
線

2
0
5
)

組
側
明
…

今月の納税

固定資産税
(都市計画税)

国民健康保険税第 1期広三手話込
納期限は8月1日(月)です。に4丈堅手桜:u

よろしくお願いします。tr..ζ芝生ヨ
・収税課 (内線1304) ζ区一~;>

広報うえだ 63.7.16 【12]

第2期

8月の相談日一一
①農地問題相談 [>とき一.8月1日(月)午前8時

30分から午後5時 bところ・・・農業委員会

②日常生活上の法律相談(予約制) [>とき・・・

8月12日(針・ 26日(剣いずれも午後 1時30分か

ら3時30分 bところ・一本庁舎3階 b予約

先…生活環境課(内線1388)

③土地・建物の法律相談 [>とき・ー 8月11日(柑

午後 1時から 4時 bところ・・・西庁舎2階



電
話
加
入
権
の

公
売
を
行
い
ま
す

市
税
な
ど
の
滞
納
処
分
に
よ
る
上

回
電
報
電
話
局
管
内
の
電
話
加
入
権

の
公
売
を
次
に
よ
り
行
い
ま
す
。

マ
と
き
七
月
二
十
五
日
間
午
前

十
時
か
ら
(
説
明
は
同
九
時
四
十
五

分
か
ら
)
マ
と
こ
ろ
市
役
所
南
庁

舎

五

階

マ

方

法

競

争

入

札

マ

台

数

当

日

決

定

マ

公

告

場

所

市
役
所
、
豊
殿
・
塩
田
・

川
西
の
各

支

所

マ

入

札

参

加

者

印

鑑

を

お

持
ち
に
な
り
、
本
人
が
お
い
で
く
だ

菊池美怜ちゃん
(新田)

高橋佑林ちゃん
(倉升)

ふ

満木友美ちゃん
(伊勢山)

保健予防課
(内線1374)保健コーナー

き
い
。
代
理
人
の
場
合
は
、
必
ず
本

人
自
筆
の
委
任
状
と
代
理
人
の
印
鑑

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
マ
そ
の
他

公
売
当
日
ま
で
に
滞
納
者
が
市
税
な

ど
を
完
納
し
た
場
合
は
公
売
を
中
止

し
ま
す
。
マ
問
い
合
わ
せ
収
税
課

(
内
線

1
3
0
1
)

北
陸
地
方
建
設
局

初
周
年
記
念

け
ん
せ
つ
展
を
開
催

マ
と
き
七
月
二
十
二
日
働
か
ら

同

二

十

七

日

附

マ

と

ニ

ろ

な

が

の
東
急

5
階

・

問

い

合

わ

せ

建

設
省
千
曲
川
工
事
事
務
所

8
0
2
6

2
②
7
6
1
1
 

「
行
方
不
明
の
人
を

捜
す
相
談
所
」
を
開
設

警
察
で
は
、
八
月
の
一
か
月
間
、

「
行
方
不
明
の
人
を
捜
す
相
談
所
」

を
次
に
よ
り
開
設
し
ま
す
。

家
族
に
所
在
不
明
の
人
が
い
る
か

た
は
、
本
人
の
写
真
や
家
出
当
時
の

様
子
の
わ
か
る
資
料
(
身
体
特
徴
、

建
設
省
北
陸
地
方
建
設
局
が
設
置

さ
れ
て
三
十
年
。
こ
れ
を
機
会
に
、

北
陸
の
建
設
の
歩
み
と
同
建
設
局
の

役
割
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

-8月の乳鈎児健康診査

受付時間 いずれも午後 1時-2時。

持ち物 母子健康手帳、パスタオル(4・10か月

児)、歯ブラシ(1歳 6か月児)。また、 1歳 6か

月児と 3歳児は、赤ちゃん手帳の中にある健康

診査票を記入してお持ちくださし、。

上田市保健センター(市役所南庁舎 2階)

健 きロ人P 実施日 女す 象 児

4か月児
8月2日 63年 3月16日-3月31日生

8月22日 63年4月1日-4月15日生

8月4日 62年9月16日-9月30日生
10か月児

8月25日 62年10月1日-10月15日生

8月10日 62年 1月16日-1月31日生
1歳6か月児

8月24日 62年 2月1日-2月15日生

8月5日 60年 7月1日-7月15日生
3 歳児

8月19日 60年 7月16日-7月31日生

服
装
)
を
持
っ
て
相
談
所
へ
お
出
か
へ

け

く

だ

さ

い

。

川

①

マ

と

き

八

月

一

日

か

ら

八

月

山

三
十
一
日
ま
で
、
平
日
は
午
前
八
川
・
ゆ
ず
り
ま
す

時
三
十
分
1
午
後
五
時
(
土
曜
日
川
マ
電
気
オ
ー
ブ

ン

無

料

は
正
午
ま
で
)
マ
と

こ
ろ

長

野

川

マ

洗

濯

乾

燥

機

三

千

円

県
警
察
本
部

(
県
庁
・

8
0
2
6
川
マ
ホ

ッ
ト
カ

l
ラ

l

無
料

2
⑨
1
2
5
1
)

い
マ
ズ
ボ
ン
プ
レ

ッ
サ

l

二
千
円

②

マ

と

き

八

月

八

日

間

午

前

九

~

マ

は

と

時

計

五

百

円

時
l
午

後

四

時

マ

と

こ

ろ

上

川

マ

リ

ュ

ッ
ク
サ

ッ
ク

無

料

田
警
察
署
(
⑫
3
5
6
5
)

〉
マ
都
市
ガ
ス
用
オ

ー
ブ

ン

三

千

円

~
マ
ポ
ー
タ

ブ

ル

ト

イ

レ

無

料

川
マ
ド
ラ
ム
缶
五
百
円

い
マ
整
理
た
ん
す
二
千
円

へ
・
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

川
マ
バ
イ
ク
(
印
∞
、

ω
∞)

〉
マ
プ
ロ
パ
ン
用
ふ
ろ
一
式

川
マ
電
気
オ
ル
ガ
ン
マ
電
気
洗
濯
機

川
マ
ブ
ラ
ン
コ
(
二
人
乗
り
用
)

い
マ
金
庫
マ
電
気
ミ
シ
ン

川
マ
ベ
ビ

l
ベ
ッ
ド

マ

ベ

ビ

ー
カ
ー

川
マ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ド
マ
応
接
セ

ッ
ト

~
マ
シ
ン
グ
ル
ベ

ッ
ド

川
マ
剣
道
用
具
一
式
(
中
学
生
用
)

い
マ
天
体
望
遠
鏡
マ
婦
人
用
自
転
車

~
・
問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
(
内

川
線

1
3
9
0
)

ノ

塩田母子健康センター(塩田地区)

63年 3月16日-4月15日生

62年9月16日-10月15日生

60年6月1日-7月31日生

63年3月16日-4月15日生

62年9月16日-10月15日生

62年 1月16日-2月15日生

川西社会福祉センター(川西地区)

不
用
品
登
録
情
報

広報うえだ 63.7.16 【13】



市
民
の
森
公
園

バ
ン
ガ
ロ
ー
が
完
成

受
通
安
全
標
語
を

募
集
し
ま
す

市
民
の
森
公
園
わ
し
ば
山
荘
西
側

に
バ
ン
ガ
ロ
ー
五
棟
が
完
成
し
、
七

月
二
十
日
側
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

ご
家
族
、
友
人
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

マ
開
場
七
月
二
十
日
附
か
ら
年

間
を
通
し
て
(
木
曜
日
は
休
日
)

マ
料
金
一
棟
一
泊
に
つ
き
五
千
円

(
一
棟
で
四
、
五
人
が
利
用
で
き
ま

す
)
マ
そ
の
他
毛
布
は
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。
・
問
い
合
わ
せ
体
育

課
(
内
線
1
7
5
3
)

長
野
県
交
通
安
全
運
動
推
進
本
部

で
は
、
次
に
よ
り
交
通
安
全
標
語
を

募
集
し
ま
す
。

マ
募
集
期
限
七
月
三
十
一
日
日

ま
で
マ
募
集
部
門

ω一
般
向
け

ω運
転
者
向
け

ω子
ど
も
向
け
マ

応
募
方
法
は
が
き
に
応
募
区
分
、

標
語
、
住
所
・
郵
便
番
号
、
氏
名
お

よ
び
職
業
(
学
校
名
、
学
年
)
を
記

入
し
て
左
記
へ
(
応
募
点
数
は
同
一

部
門
に
つ
き
一
点
)
。; 

⑧⑧⑨⑧⑧⑮⑧ 

しく扱い正
しく遊ぼう楽

干
3
8
0

長
野
市
大
字
南
長
野
六

九
二
1

二
長
野
県
生
活
環
境
部
県

民
生
活
課
交
通
安
全
対
策
室

-
問
い
合
わ
せ
交
通
対
策
課
(
内

線

1
5
5
2
)

電士
波Z
図障 Z
案書 ~
{乍防家
昂 i上
をの
募
集

マ

対

象

中

学

生

マ

応

募

作

品

高
層
建
造
物
、
家
庭
用
電
気
器
具
、

免
許
を
受
け
て
い
な
い
無
線
機
な
ど

に
よ
っ
て
起
こ
る
テ
レ
ビ
の
電
波
障

害
を
防
止
す
る
た
め
の
図
案
。
①
用

紙
は
厚
め
の
画
用
紙

(
日
本
工
業
規

「
お
も
ち
ゃ
花
火
」
も
原
料
は
火

薬
。
正
し
い
取
り
扱
い
を
し
な
い
と

火
災
、
や
け
ど
な
ど
の
事
故
の
原
因

に
つ
な
が
り
ま
す
。
た
か
が
花
火
と

思
い
が
ち
で
す
が
、
始
め
る
前
に
は

必
ず
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
0

・
安
全
な
場
所
を
選
ぶ

周
囲
に
枯
れ
草
な
ど
の
燃
え
や
す

い
も
の
、
灯
油
な
ど
の
危
険
物
が
な

い
場
所
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

-
気
象
状
況
を
考
え
よ
う

風
が
強
い
と
き
、
異
常
乾
燥
注
意

報
が
出
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

-
子
ど
も
だ
け
で
遊
ば
せ
な
い

格

B
列
国
判
)
②
文
章
は
簡
潔
に
文
川
わ

…
グ
湧
き
水
4

が
原
因
の

字
は
一
宇
一

m
以
上
マ
応
募
方
法

川

作

品

の

裏

面

に

県

名

、

学

校

名

、

学

…

エ

ル

シ

ニ

ア

菌

感

染

症

年
、
男
女
別
、
氏
名
(
ふ
り
が
な
)

一

最
近
、

山
間
地
域
で
湧
き
水
を
飲

を
明
記
し
、
学
校
ご
と
に
ま
と
め
て
川
ん
だ
こ
と
に
起
因
す
る
グ
エ
ル
シ
ニ

送
る
マ
締
切
日
九
月
九
日
マ
川
ア
菌
感
染
症
。
の
発
生
が
、
県
内
各

送

り

先

干

捌

長

野

市

城

山

N
H
J
地
で
起
き
て
い
ま
す
。

K
長
野
放
送
局
内
長
野
県
電
波
障
一
発
熱
、
発
眠
、
下
痢
、
腹
痛
な
ど

害
防
止
協
議
会
事
務
局
(
岱

0
2
6
〈
を
主
な
症
状
と
す
る
病
気
で
、
特
に

2
③

3
2
0
1
)

…
小
児
に
感
染
率
が
高
い
と
言
わ
れ
て

==2-t
ご
三
一
一
ト
ヰ
下
川
い
ま
す
。
野
や
山
の
湧
き
水
な
ど
が

弓
著
事
・

ι↑語研
W

川
媒
体
に
な
り
ま
す
の
で
、
家
族
で
ハ

一一一一一

===tE翼
月
寺
川
イ
キ
ン
グ
と
い
う
時
は
水
筒
を
持
参

一
ヲ
三
一
面
長
持
へ
し
て
、
な
ま
水
は
飲
ま
な
い
よ
う
に

=一一一一三一三一一一

一一
一
三
伊
川
し
ま
し
ょ
う
。

総

務

¥

燃

機

鈴

懸

鈴

滋

賠

縦

一
や
む
を
得
ず
飲
む
場
合
は
、
必
ず

1
1
11

古
川
煮
沸
し
て
か
ら
飲
む
よ
う
に
し
て
く

子
ど
も
だ
け
で
花
火
を
し
て
い
て
、
川
だ
さ
い
。

紙
く
ず
に
燃
え
移
り
、
適
切
な
処
置
~
マ
問
い
合
わ
せ
保
健
予
防
課

(内

が
で
き
ず
に
建
物
に
燃
え
移
っ
た
ケ
ハ
線
1
3
7
5
)

ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
必
ず
大
人
が
付
川

m
A
日
1
8
月
日
日

き
添
い
ま
し
ょ
う
。

-
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ
を
用
意
す
る

…

夏

の

交

通

安

全

運

動

点
火
に
使
っ
た
マ

ッ
チ
や
使
用
済
…
夏
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
レ

み
の
花
火
は
、
水
の
入
っ
た
バ
ケ
ツ

~

ジ
ャ

l
、
帰
省
な
ど
に
よ
る
交
通
事

の
中
に
入
れ
、
完
全
に
火
を
消
す
よ
川
故
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
次
の
点
に
注

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〉
意
し
ま
し
ょ
う
。

-
注
意
書
き
を
よ
く
読
ん
で

川
①
夏
休
み
中
の
子
ど
も
、
お
年
寄
り

花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
、
数
本
ま
と
一
に
は
十
分
気
を
つ
け
て

め
て
点
火
す
る
と
大
変
危
険
で
す
。

川
②
過
信
は
禁
物
l

む
ち
ゃ
な
運
転
は

ま
た
、
途
中
で
火
が
消
え
て
も
筒
の
川
や
め
よ
う

中
を
の
ぞ
い
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
川
③
シ

l
ト
ベ
ル
ト
で
安
全
運
転

【14】広報うえだ 63.7.16 


